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ユネスコ「世界視聴覚遺産の日」記念特別イベント

「「幸福』特別上映会：シルバー・カラーの復元」講演採録①

「シルバー・カラー」とその復元
鈴木美康
品sぬ加∫％s％z磁i

連載：

フィルム・アーカイブ

の諸問題

第72回

　10月24日、フィルムセンター大ホールでは

rr幸福』特別上映会：シルバー・カラーの復

元」が開催された。これは、ユネスコ（国際連

合教育科学文化機関）が2006年に制定し、

2007年から実施されている「世界視聴覚遺産

の日」（10月27日）を記念して、フィルムセンタ

ーが昨年から開催している特別イベントの2回

目にあたる。

　r幸福』（1981年、市川崖監督）は公開当時

「シルバー・カラー」と呼ばれる特殊現像プロ

セス（いわゆる「銀残し」の一種）を採用した作

品として注目を集めたが、現存する上映プリ

ントはわずかにフィルムセンターが所蔵する1

本だけとなっており、またその貴重なプリント

も既に槌色が進行しているのが現状である。

　今回のイベントでは、今年フィルムセンター

がオリジナル・ネガから新たに復元したr幸

福』の「シルバー・カラー」プリントの上映と、

1981年当時東洋現像所（現・IMAGICA）で本作

の仕上げを担当し今回の復元でもフィルムセ

ンターの技術職員として監修を務めた鈴木美

康氏の講演、r幸福』製作当時のスタッフであ

った手塚昌明監督によるトークなどを行った。

　本号では、鈴木氏の講演と手塚氏のトーク

を採録して紹介する。

＊『・ド福』の復元と本特別イベントの開催にあたっては（株）フ

　ォーライフミュージックエンタテイメント、（株）IMAGICAウ

　ェスト、〔株）［MAGICA、（株〉フジテレビジョン、（株）毘フ

　ロよりご協力を賜りました、記して感謝いたします

「シルバー・カラー」って何？

　本llは、シルバー・カラーとその復元につい

てお話しします。まず、「シルバー・カラー」とは

fl｜∫かということですが、映両のフィルムに銀が

人っていることを、皆さんはご存知でしょうか。

フィルム・メーカーで製造された段階でのフィ

ルムというのは、その中に銀を含んでいます。

そして、白黒フィルムでは、現像した後、この

銀が画像として残ってヒ映に使われるわけで

す。ところが、カラー・フィルムの場合は、銀両

像と同時に色素の1而像ができます。そして、銀

を取り除いた後のクリアな色素のlllli像だけを皆

さんは映両館で見ているわけです。その銀を

取り除かずに残すのが「銀残し」と呼ばれる方

法であり、シルバー・カラーというのは、その銀

残しの千法の’つです。

　この」三法が／1三まれた背景をお話ししますと、

市川毘監督が28年前に『・｝ξ福』を撮るに当た

って、監督はそのまた21年前、ですから今から

50年近く前に撮られた『おとうと』という作品のよ

うに色を抑えて作品を仕Lげていきたいとおっ

しゃって、そこからスタートしました。ですから、

そのときはまだ「シルバー・カラー」という呼称は

なく、色を抑えた処理が何かできないかという

ことでスタートしたわけです。

　ただし、1960年製作の『おとうと』から1981fl三

製作の『・ド福』までの21年間に、フィルムとその

周りの環境は大きく変化していました。使用す

るフィルムのメーカーも、フィルムの種類も違っ

ていました。『おとうと』で使川されたのはアグフ

ァという会社のフィルムで、現像も東京現像所

で行われました。『幸福』では、アグファとは色

調が違うコダックのフィルムの使川が決まって

いました。フィルムの色調、彩度、コントラスト、

含まれる銀の量などの全てが当時と違っていま

した。この21年の間にフィルムはより進歩したの

ですが、それは、よりシャープで鮮やかな色調

を生み出す方向への進歩でした。

　そこで、過去の『おとうと』と同じ現像処理で

は、監督の求める色調が得られないということ

がテストしていくうちに分かってきました。そこか

ら新しい現像処理方法の研究が始まったので

す。当時、外国で新しい銀残しの方法が研究

されていることは分かっていましたが、詳しい内

容はその段階では分かりませんでした。

カラー現像とシルバー・カラー現像

　では、通常のカラー現像とはどのようなもの

か、それから銀残しの・番簡単な方法である

スキップ・ブリーチとはどのようなものか、そして

今回のシルバー・カラーとはどのようなものかと

いうことを段階を追ってお話しします。

　まず、通常のカラー現像では、ネガ・フィル

ムを通った光がポジ・フィルムに焼き付けられ

ても、そのままではフィルムヒの画像を見ること

はできません。現像して、そのフィルムの1いの

潜像を具体的な像にして初めて見ることができ

ます。

　ここで、現像処理のn程を図示してみました

（図1）。現実にはこれにもう少し複雑な装置も

付いているのですが、単純化するために、色

の付いている部分だけで画像が形成されます

ので、ここだけをピックアップしてお話しします。

まず、焼き付けられたフィルムは発色現像液の

lllに人ります。この工程で、もともとフィルムに

人っていた銀の化合物は、露光された部分が

銀になり、同時に色素の1而像もその部分にでき

ます。そして、停IL、水洗を行った後、第一定

着という1：程で、露光されなかった部分の銀

の化合物を溶かし出し取り除いてしまいます。

そして、水洗、ブリーチ（漂白処理）を行いま

す。この」：程で色素を作る働きをしてくれた銀

を、また銀の化合物に戻します。そして、第二

定着でこの露光された部分の銀化合物を取り

除きます。このような1：程を踏むことによって、

通常の色素だけのプリントを得ることができるわ

けです。

　大きくいうと、発色現像、第一定着、ブリー

チ、第二定着という工程を通して両が構成さ

れるのですが、先ほどお話ししたスキップ・ブリ

ーチ現像では、このブリーチの上程を省きま

す。そうすることによって、カラーの両像と銀の

画像を残したままプリントが仕ヒがります。通

常のカラー現像よりも、Il音い部分がより暗くなり、

顔などの彩度、色の鮮やかさが落ちるという傾

向があります。

　これに対してシルバー・カラー現像は、全く

違うプロセスを行います（図2）。通常行う第・

定着の代わりに、白黒の現像を行います。ま

ず、発色現像を途lllでやめてしまいます。そう

すると、色が少ししか付かないわけです。た

だ、これでは薄っぺらい画しかできないため、

それを白黒現像に送り、ここで現像を継続して

行います。ただ、白黒の現像なので銀の画像

はできますが、カラーの両像はできません。で

すから色は薄いままで、濃度だけがヒがってき

ます。薄っぺらい色から暗い両像になってくると

いうことです。シルバー・カラーの映像を見る

と、スキッフ・ブリーチに比べて色の彩度が大

きく落ちています。これはコントロールすることが
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図1：カラー現像の工程（左）

図2：シルバー・カラー現像の工程
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でき、大きく落とすこともできれば、ほとんど彩

度を落とさないこともできます。また、白黒現像

をコントロールすることによって、暗部を極端に

暗くすることもできれば、それほど暗くない画を

作ることもできます。

　これは、フィルムの世界でよく使うセンシトメト

リック・カーブです。左側のカーブ（図3）は、カ

ラーの現像を途中でやめたときの濃度で、高

さが高いほど濃度があるということです。これで

は非常に薄い濃度なので、それをシルバー・

カラーでは、白黒．現像を通すことによって右側

のカーブ（図4）のように上がってきます。そうい

う役目をこの白黒現像は持っているわけです。

　先ほどのスキップ・ブリーチ現像とシルバー・

カラー現像の画像を見ていただくと、その違い

が分かると思います。スキップ・ブリーチという

のは、通常、色素の方はそのままで銀を残すこ

とに主眼を置きますので、黒を締めることが一

番の目的になると思います。それに対して、シ

ルバー・カラーは色を抑えることが第一義的な

目的です。そして、その色を抑えることによって

全体の調子が薄くなることを防ぐために、白黒

現像を併用します。これがシルバー・カラー現

像です。

　1990年代までの公開作品で銀残しを用い

た主な映画作品を表にしました。東京現像所

で、スキップ・ブリーチ現像で作られた『おとう

と』が、私の知る限りではフィルム中に銀を残す

という処理のパイオニアではないかと思います。

そして、イタリアのテクニカラーという現像所で

現像された『レッズ』（1981年、ウォーレン・ビー

ティ監督、ヴィットリオ・ストラーロ撮影）は、公

開は『幸福』と同時期だったかと思うのですが、

開発はその以前に行われて出来上がっていま

した。こういうものがあったことで、」1的はあった

けれども方法論に迷っていたときに大きな指針

になって、『幸福』で実現することができたのだ

と思います。ただ、『レッズ』の処理の形態とし

ては、白黒現像を行う順番が若干違っていま

す。

　それから、例えば『セブン』（1995年、デヴィ

ッド・フィンチャー監督、ダリウス・コンジ撮影）

はデラックスのCCEという方法で銀を残してい

ます。また、『エイリアン4』（1997年、ジャン＝ピ

エール・ジュネ監督、ダリウス・コンジ撮影）で

は、デラックスのACEやテクニカラーのENRと

いう処理の両方が行われました。ということは、

処理そのものが違っても、最終的なプリントとし

ては同じようなものが作られたと言えると思いま

す。また、『Xファイルザ・ムービー（1998年、

ロブ・ボウマン監督、ウォード・ラッセル撮影）

は、ACEで処理された銀残しなのですが、公

開された全てのプリントが銀残しされたわけで

はなく、大部分は通常のプリントとして公開され

たそうです。ですから、処理はいろいろあるけ

れども、それが全て1司じもので、全ての劇場で

同じように見られていたというわけではないこと

が分かります。その後は、1998年に多くの銀残

し作品が公開されていますが、面白い事にこ

の年にコダックから「プレミア・プリントフィルム」

と言う、黒のしまったフィルムが発売されまし

た。その後富十フイルムからも1司様なフィルム

が発売されます。

『幸福』復元の問題点

　こうして、毎Llのように現場でいろいろなテス

トを繰り返し、それから、撮影も迫っていて期

間がないということで、徹夜をしながら現像機

を改造し、プリントを上げ、監督に見ていただく

ということを繰り返して、最終的なテストプリント

を作ることができました。

　それから28年後の現在、それを復元すると

いう話が出てきました。復元するためには同じ

現像処理を行って、同じ調了のプリントを仕ト

げる必要があります。IMAGICAには『幸福』製
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図3：テスト時のセンシトメトリック・カーブ（カラー減感）

作当時のカットごとの焼き付けデータがありまし

た。しかし、大きな問題が四つありました。

　一一つは、見本プリントがないことです。先ほ

ど1本あるという話がありましたが、実はそのプリ

ントは既に相当槌色していました。最近も何回

かいろいろなところでヒ映されたと聞きました

が、色のない茶褐色の画面が『幸福』の脱色

プリントだと思われた方が大勢いたのではない

かと、少し申し訳ない気持ちになっています。

そのように槌色した原因は、『幸福』が仕上げら

れた翌年から翌々年ぐらいにかけて、コダック

も富士も非常に堅牢な色素のフィルムを開発し

たのです。ですから、1年ほどの違いで昔のプ

リントがそのまま残らなかったという残念な結果

になったのです。

　二つ］の問題は、最初にもお話ししました

が、『幸福』が作られた1981年以降もプリント・

フィルムの改良が進んだ結果、色調がより高

彩度になり発色のバランス自体も変わってきて

いることです。

　三つ目に、フィルムに含まれる銀の量がます

ます減少していることです。先ほどお話ししたよ

うに、銀というのは色素1画像ができてしまえば

要らないものですから、少ない量で必要十分

な色素の画像を作ることができれば、それは一

つの進歩であると思います。ただ、このような銀

残しという特殊な処理をしようと思ったときには、

それが大きなネックになりました。

　四つ口に、これは特殊な現像処理をしなけ

ればいけないわけですから、現像機を改造し

たりすると、通常の現像作業にも影響を与える

という、ラボにとっての大きなデメリットがありま

す。それらの問題がある中で、大阪にある現像

所のIMAGICAウェストがこれに挑戦してくれま

した。
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図4：テスト時のセンシトメトリック・カーブ（シルバー・カラー）
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『幸福』復元の実際

　では、どのようなやり方でこれを進めていっ

たかというと、ユ復元のシミュレーション、．2現

像設備の改造、．3実際のフィルムを使ったシ

ルバー・カラー現像のテスト、④シルバー・カラ

ーによる復元初号プリント、そしてそれを調整し

て、⑤．復元2号プリントというll頂番で行いまし

た。

　槌色した公開当時のプリントは、本当に茶褐

色のモノクロ・フィルムという感じで、それはそ

れで・つの味はあるのですが、監督が狙った

調子とはまるでかけ離れたものでした。そこで、

IMAGICAウェストの提案で、激しい槌色を起

こしているこの現存のプリントからビデオ映像を

作りました。そのビデオ映像を使って色彩、濃

度の調整を行い、それをフィルムセンターでチ

ェックして、またフィードバックするということを行

いました。それによって方向性が決まり、このよ

うな調子のプリントを作ろうという］標ができた

わけです。やっていることは28年前に初めて

『桝苗』をやったときと同じと思われるかもしれま

せんが、今回は、Ll標にしなければいけない

色調・濃度が決まっていたので、現像所にとっ

てその辺がよりシビアで大変だったと思いま

す。

　そのために現像設備の改造が始まりました。

カラー現像機と白黒現像機を連結させて、そ

れぞれの現像処理がコントロールできるように

するための現像機の改造が必要でした（図5）。

後で写真をお見せしますが、巨大な現像機を

実際に動かして、物理的に結合させた・つの

写真1：カラー・ポジの現像機

写真2：カラー現像の途中で引き出されるフィルム
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現像機にするということは現実的ではありません

でした。そこで、カラー現像機を通ったフィルム

を’旦ここから引き出して白黒の現像機に通

す。これによってシルバー・カラーという現像処

理を実現する方法論ができました。

　これが実際のカラー・ポジの現像機です（写

真1）。通常はこのように密封された蓋の付いて

いる現像機なので、明るい所で作業することが

できます。

　カラー現像機を通ってくるフィルムは、途中

で進行を止めて引き出されます（写真2）。

　2台の現像機を単につないで処理を進めれ

ばいいのではないかと思われるかもしれません

が、この2台の現像機の問にどんなに微妙でも

速度の変化があると、フィルムが切れてしまっ

たり、たるんで外れてしまったりということが起き

ます。そこで、調整エレベーターと呼ばれるも

のを作って対応しました（写真3）。

　タンクの中はこうなっていて、フィルムはこの

中でぐるぐるとループのように回って次の」：程

へ進んでいきます（写真4）。通常は蓋がありま

すので、明るい部屋で行うことができます。し

かし、今回は現像の途中でフィルムを機械の

外に引き出すため、明かりの人るような所には

暗幕を張り、フロア全体を暗室にして、真っ暗

な中でこの作業を行いました。このように、部屋

の扉にも「、’えち入り禁ll：」の紙が貼られていま

す。

　こうして、現像機の環境が整ったところで、

カラーと白黒の比率など、実際にテストをしな

ければ分からない部分が多々あるので、フィル

写真3：調整エレベーター

写真4』現存タンクの内部

写真協力：（株）IMAGICAウェスト
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図5：シルバー・カラー現像の工程（現像機の改造）

ムを使った細かいテストが繰り返し行われまし

た。ここではスムーズに進んだように話していま

すが、ビデオを使った色彩、濃度調整から現

像機でのテストができるまでに数カ月かかって

います。フィルムセンターはそれを待っていた

わけですが、ラボの現場では日夜、休みを返

1：してll事をしたり、テストをしたりしていたよう

です。

　実際のフィルムを使ったテストが進み、映像

としてこれならいいというものがフィルムセンター

で判断できた段階で、シルバー・カラー処理

の復元1号プリントができました。この復元1号

プリントは、フィルムセンターとラボの関係者だ

けでなく、この復元に協力された多くの方々が

集まってチェック試写を行いました。それに対し

て、全体的な調子の微調整を行うために、現

像をコントロールする必要があります。それか

ら、個別のシーンに対する焼き付けの調整は、

プリンターでの焼き付けのデータをそれぞれの

シーンごとに全て変更する必要があります。こ

のような変更を加えて復元2号プリントが完成

しました。

終わりに

　話すと非常に簡単なのですが、アナログの

ノウハウが詰まった現像処理のコントロールは、

こうしたことを何卜年も行っている技術者にとっ

ても非常に大変だったと思います。例えば、現

像を抑えるためには、現像する時間を少なくす

るという方法もありますし、温度を変えることによ

って進行を遅くして薄くするということもできま

す。そういうことを行っていくと、色の調子がまた

微妙に変わってきます。そういう細かい実際1：

の問題をクリアして、28年前の映像を損なわな

い、『・拷福』の復元プリントが完成したわけで

す。それをこれから見ていただきます。

　最後に、いまお話しした技術だけでなく、権

利処理など多くの課題を乗り越えてこの作品の

復元を進めていただいた方々、それから、復

元に参加する機会を与えてくださった方々に心

から厚くお礼叩し1：げます。ありがとうございま

した。覇　　　　（フィルムセンター技術職員）
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